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さ
わ
や
か
な
秋
空
の
十
月
七
日
、
第
二
十
五
回
全
日
本

仏
教
徒
会
議
埼
玉
大
会
は
、
埼
玉
県
浦
和
市
の
埼
玉
会
館

を
会
場
に
、
『
仏
教
を
現
代
に
生
か
そ
う
』
一
い
の
ち
を

大
切
に
一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
全
日
本
仏
教
会
、
埼

玉
県
仏
教
会
の
主
催
に
よ
り
開
か
れ
た
。
大
会
に
は
全
国

　　　　　■■■■■■巳　　　　■，o，■．．　　●’鱒烈鵠　●●■oo巳9
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一
構
櫻

倉
「
鷺
馴
伽
撚

“
晩
。
　
”
o
o
鱒
“

よ
り
一
千
七
百
余
名
が
参
集
し
、
四
部
会
な
ら
び
に
宗
派

代
表
者
懇
談
会
と
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
出
議
案
に

そ
っ
て
仏
教
を
現
代
に
生
か
し
、
混
迷
と
不
安
の
時
代
に

指
針
を
あ
た
え
る
べ
き
討
議
が
熱
心
に
展
開
さ
れ
、
近
年

に
な
い
盛
況
な
大
会
で
あ
っ
た
。

開
か
れ
た
埼
玉
大
会
、
式
辞
を
述
べ
る
大
谷
光
暢
大
会
総
裁

　
埼
玉
会
館
裏
の
玉
蔵
院
に
集
合
し
最
終
点
検

を
す
る
地
元
埼
玉
懸
仏
教
会
の
大
会
に
か
け
る

意
気
込
み
と
、
浦
和
市
内
の
道
路
に
林
立
す
る

大
会
開
催
の
看
板
は
、
弥
が
上
に
も
大
会
を
盛

り
上
げ
る
。
午
前
九
時
の
受
付
に
は
県
内
外
か

ら
の
参
加
者
が
押
し
か
け
、
開
会
式
典
の
お
こ

な
わ
れ
る
大
ホ
ー
ル
は
た
ち
ま
ち
埋
め
つ
く
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
式
　
　
典

　
満
席
の
大
ホ
ー
ル
に
て
開
式
。
江
連
俊
則
師

（
大
会
総
務
部
長
・
埼
玉
）
の
司
会
に
よ
り
、

ま
ず
柳
了
堅
師
（
大
会
事
務
局
長
・
埼
玉
）
が

開
会
を
宣
言
。
浦
和
市
仏
婦
コ
ー
ラ
ス
部
の
四

弘
誓
願
の
流
れ
る
な
か
を
、
岩
崎
鳳
雛
師
（
大

会
副
会
長
・
埼
玉
）
に
奉
持
さ
れ
た
大
会
旗
が

入
場
、
懸
盤
・
献
華
の
あ
と
、
埼
玉
県
仏
．
大

島
見
道
会
長
の
導
師
で
三
帰
依
文
。
戦
災
死
者

第
三
十
三
回
忌
の
黙
祷
の
あ
と
、
大
谷
光
暢
大

会
総
裁
（
全
日
本
仏
教
会
長
）
が
式
辞
。
つ
づ

い
て
田
辺
懸
崖
全
仏
理
事
長
、
大
島
見
道
大
会

長
が
挨
拶
。
畑
和
埼
玉
県
知
事
の
歓
迎
の
こ
と

ば
の
あ
と
、
来
賓
と
し
て
パ
イ
ヨ
ン
・
チ
ュ
テ

イ
ク
ル
駐
日
タ
イ
大
使
、
松
永
光
衆
院
議
員
、

中
川
健
吉
浦
和
市
長
が
祝
辞
を
の
べ
、
再
び
コ

ー
ラ
ス
部
の
仏
教
徒
の
歌
“
あ
あ
こ
の
よ
ろ
こ

び
”
で
式
を
閉
じ
る
。

　
　
　
記
念
講
演

　
東
大
名
誉
教
授
・
花
山
信
勝
先
生
（
全
日
本

仏
教
会
副
会
長
）
が
「
仏
教
徒
へ
の
提
言
」
と

題
し
て
、
仏
教
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
世
界
の
幸
福
の

た
め
に
、
平
和
の
た
め
に
、
そ
の
具
体
的
方
策

を
考
え
、
仏
教
を
現
代
に
生
か
そ
う
と
い
う
自

覚
を
も
つ
よ
う
に
と
明
示
、
四
十
分
に
わ
た
っ

て
記
念
講
演
を
行
な
い
万
場
の
拍
手
を
得
た
。

　
　
　
総
　
　
会

　
滝
真
澄
全
仏
組
織
部
長
の
司
会
。
加
藤
海
晃

懸
仏
総
務
局
長
の
開
会
の
こ
と
ば
の
あ
と
、
前

年
度
開
催
の
三
重
県
仏
教
会
に
感
謝
状
の
贈
呈
、

が
あ
り
、
全
仏
・
望
月
日
滋
副
会
長
（
日
蓮
宗

管
長
）
よ
り
、
三
重
県
仏
・
常
磐
井
嘉
誤
会
長

（
真
宗
高
田
派
法
主
）
に
手
渡
た
さ
れ
た
。
鱒

麗
正
浩
仮
議
長
（
四
仏
事
務
総
長
）
に
よ
る
議

長
団
の
選
出
と
す
す
み
、
稲
岡
覚
順
師
（
浄
土

宗
宗
務
総
長
）
、
熊
野
竜
夫
師
（
豊
山
派
宗
務

総
長
）
、
貝
山
宣
泰
師
（
神
奈
川
県
仏
会
長
）

大
島
見
道
師
（
埼
玉
県
仏
会
長
）
、
山
本
杉
氏

（
全
日
仏
婦
理
事
長
）
が
議
長
団
席
に
着
席
し

議
事
に
入
っ
た
。
竜
山
哲
成
全
仏
組
織
局
長
が

大
会
幹
事
紹
介
、
議
事
運
営
規
則
説
明
、
議
案

上
程
、
日
程
説
朋
を
お
こ
な
い
、
鱒
渕
事
務
総

長
が
全
仏
事
務
報
告
、
麻
布
照
海
W
F
B
日
本

大
会
事
務
局
総
局
長
が
第
十
二
回
W
F
B
日
本

大
会
の
事
務
報
告
を
し
て
総
会
を
終
る
。

　
　
　
部
　
　
会

　
部
会
は
次
の
テ
ー
マ
に
よ
り
、
各
提
出
さ
れ

た
議
案
（
別
掲
）
に
そ
っ
て
討
議
さ
れ
た
。

　
第
一
部
会
（
実
践
）
「
仏
教
を
現
代
に
生
か

す
具
体
的
方
策
」
　
　
　
　
　
ハ
ホ
ー
ル
i

　
第
二
部
会
（
檀
信
徒
）
「
日
常
生
活
に
仏
教
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を
生
か
す
方
策
」
　
　
　
一
大
ホ
ー
ル
ー

　
第
三
部
会
（
婦
人
）
「
婦
人
の
生
活
に
仏
教

を
生
か
す
方
策
」
　
i
七
階
A
会
議
室
i

　
第
四
部
会
（
青
年
）
「
青
年
の
生
活
に
仏
教

を
生
か
す
具
体
的
方
策
」
1
七
階
B
会
議
室
－

　
宗
派
代
表
者
懇
談
会
－
二
階
レ
ス
ト
ラ
ン
ー

　
　
　
総
　
　
会

　
部
会
終
了
後
ひ
き
つ
づ
い
て
大
ホ
ー
ル
に
て

総
会
を
開
き
、
開
会
の
辞
、
議
長
挨
拶
の
あ
と

議
事
に
入
り
、
ま
ず
各
部
会
の
報
告
が
、
白
川

良
純
師
（
第
一
部
会
）
、
板
橋
宥
野
師
（
第
二

部
会
）
、
山
本
杉
氏
（
第
三
部
会
）
、
平
原
隆

秀
師
（
第
四
部
会
）
よ
り
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

報
告
ど
う
り
に
決
議
さ
れ
た
。
次
に
宗
派
代
表

者
懇
談
会
と
、
前
日
の
魏
魏
代
表
者
会
議
の
報

告
が
、
麻
布
照
海
師
と
貝
山
宣
泰
師
よ
り
な
さ

れ
た
。
麗
麗
言
決
議
文
（
別
掲
）
の
発
表
が
摩
尼

次
期
開
催
地
の
茨
城
へ
大
会
旗
の
伝
達

灘
瀟
繍

清
之
委
員
長
よ
り
あ
り
拍
手
多
数
で
承
認
の
あ

と
、
桜
井
大
乗
師
（
大
会
幹
事
長
）
の
閉
会
の

辞
で
総
会
を
終
え
た
。

　
　
　
閉
会
式

　
閉
会
式
は
大
島
見
道
大
会
長
、
田
辺
哲
崖
全

仏
理
事
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
穂
高
事
務
総
長

よ
り
次
期
開
催
地
の
発
表
が
あ
り
、
第
二
十
六

回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
茨
城
県
と
決
定
し
、

万
場
の
拍
手
の
中
を
、
埼
玉
県
仏
・
大
島
会
長

よ
り
、
茨
城
県
仏
・
大
越
孝
仁
会
長
へ
大
会
仏

旗
が
伝
達
さ
れ
、
大
越
会
長
が
次
期
開
催
地
を

代
表
し
て
挨
拶
し
た
。
最
後
に
、
真
言
宗
智
山

派
芙
蓉
良
順
管
長
の
発
声
で
万
歳
三
唱
、
安
藤

義
祐
全
仏
事
務
次
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
、

第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉
大
会
の

す
べ
て
の
行
事
を
盛
況
裡
に
終
了
し
た
。

～
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全
一
仏
教
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
各
寺
院
は

横
の
連
携
を
と
り
合
い
、
幅
広
い
活
動
を
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
意
見
統
一
で
本
案
了
承
。

二
号
議
案
「
被
爆
者
救
援
と
核
兵
器
完
全
禁
止

の
た
め
の
課
題
に
と
り
く
も
う
」

　
提
案
団
体
　
　
近
代
仏
教
研
究
会

　
提
案
説
明
者
　
壬
生
照
順

　
被
爆
者
援
護
、
核
兵
器
禁
止
な
ど
に
つ
い
て

具
体
的
に
取
組
む
よ
う
全
書
に
要
望
す
る
こ
と

“
一

助副部
言部会
者会長
　長

白
川
良
純

鈴
木
深
確

松
涛
弘
道

一
号
議
案
「
都
道
府
県
仏
単
位
に
お
け
る
仏
教

会
の
活
動
を
よ
リ
活
発
に
し
、
全
一
仏
教
運
動

を
進
め
よ
う
」

提
案
団
体
　
　
埼
玉
県
仏
教
会

提
案
説
明
者
　
吉
井
浄
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
心
に
討
議
が
続
ぐ
聲
一
部
会

．
．
一
一
一
＝
一
・
O
。
一
一
一
＝
口
・
＠
．
＝
一
一
閣
一
・
三
二
【
．
一
一
一
一
偶
一
．
＠
．
凹
一
一
＝
口
。
＠
．
一
一
一
＝
幡
．
＠
」
＝
＝
・
．
甦

　
次
期
開
催
地
は
茨
城

　
　
　
　
　
　
　
　
騒
年
に
開
か
れ
る

　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
次
期
開
催
地
は
、
茨

城
県
仏
教
会
（
大
越
孝
仁
会
長
）
の
担
当
で
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
埼
玉
大
会
閉
会
式

辮
誌
難
勧
醗
醸
籏
大
会
旗

　
な
お
、
第
二
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
茨

城
大
会
は
、
明
年
W
F
B
日
本
大
会
が
開
催
さ

れ
る
の
で
、
昭
和
五
十
四
年
に
開
か
れ
る
こ
と

に
な
る
。

で
了
承
。

三
号
議
案
「
な
や
み
ご
と
相
談
所
の
開
設
と
命

を
大
切
に
す
る
運
動
の
推
進
」

　
提
案
団
体
群
馬
県
仏
教
連
合
会

　
提
案
説
明
者
　
竹
市
文
成

一
般
大
衆
の
悩
み
に
応
え
る
べ
き
方
策
を
全
仏

に
て
考
え
る
こ
と
で
採
択
。

巫
一

」　
　
▲
‘

暫
　
　
■

講演する宝井馬琴師匠

一
号
議
案
「
お
か
げ
さ
ま
運
動
を
私
た
ち
の
手

で
」
　
提
案
団
体
　
　
臨
済
宗
妙
心
寺
派

　
提
案
説
明
者
　
藤
井
禅
郁

　
合
掌
・
感
謝
の
気
持
を
も
つ
よ
う
広
く
社
会

に
働
き
か
け
る
こ
と
で
了
承
し
採
択
。

二
号
議
案
「
わ
れ
ら
檀
信
徒
は
仏
法
の
精
神
に

基
づ
き
、
仏
陀
の
教
え
を
生
活
に
生
か
す
た
め

の
努
力
を
し
よ
う
」

　
提
案
団
体
　
　
埼
玉
県
仏
教
会

　
提
案
説
明
者
佐
野
芳
太
郎

一3
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檀
信
徒
は
進
ん
で
聞
法
求
道
に
つ
と
め
、
仏

陀
の
教
え
を
生
活
に
生
か
す
べ
く
、
檀
信
徒
の

組
織
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
採
択
。

　
◎
議
事
に
入
る
前
に
、
講
談
の
宝
井
馬
琴
氏

が
「
わ
が
信
仰
」
と
題
し
て
、
信
仰
体
験
を
四

十
分
に
亘
っ
て
語
り
感
動
を
与
え
た
。

菖
響

仏教婦人の役割を討議する第三部会

一
号
議
案
「
婦
人
と
し
て
仏
教
の
本
義
に
生
き

よ
う
」

　
提
案
団
体
　
　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

　
提
案
説
明
者
　
山
本
　
杉

　
新
し
い
時
代
に
仏
法
を
生
か
す
べ
く
、
婦
人

が
大
き
な
役
割
を
果
そ
う
と
い
う
こ
と
で
採
択

二
号
議
案
「
仏
教
徒
は
卒
先
し
て
生
命
尊
重
の

運
動
を
お
こ
そ
う
」

　
提
案
団
体
　
　
埼
玉
県
仏
教
会

　
提
案
説
明
者
　
寿
原
郁
子

　
生
命
を
大
切
に
し
ょ
う
と
の
提
案
の
あ
と
、

「
各
寺
に
幼
稚
園
を
設
置
し
よ
う
」
　
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
行
な
お
う
」
な
ど
の

意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
仏
教
婦
人
と
し
て
の
こ

れ
ら
を
実
践
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
採
択
。

“
一
重
部
▲
、

一
号
議
案
「
寺
院
を
青
少
年
の
研
修
道
場
と
し

て
開
放
し
、
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
寺
を
現
代
に
生
か
そ
う
」

提
案
団
体
　
　
全
日
本
仏
教
青
年
会

　
提
案
説
明
者
　
大
越
孝
一
（
茨
城
盛
岡
）

　
寺
は
儀
式
だ
け
で
な
く
、
年
輩
者
だ
け
の
も

の
で
な
く
、
若
者
の
集
ま
れ
る
場
と
し
て
仏
教

を
理
解
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
採
択
。

二
号
議
案
「
寺
院
行
事
を
見
直
し
、
新
し
い
教

化
の
あ
り
方
を
考
え
、
青
少
年
が
喜
こ
ん
で
参

熱
気
あ
ふ
れ
る
青
年
部
会

纏
加
で
き
る
行
事
の
実
践
を
し
よ
う
」

　
提
案
団
体
　
　
全
日
本
仏
教
青
年
会

　
提
案
説
明
者
　
上
村
正
剛
（
智
野
仏
青
）

　
花
ま
つ
り
な
ど
寺
院
行
事
の
中
で
、
修
養
会

な
ど
を
行
い
、
青
少
年
教
化
活
動
を
全
国
的
に

広
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
了
承
。

　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　無言5　　　　織難
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照
難

　
2
F
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
会
場
に
開
か
れ
た
宗

派
代
表
者
懇
談
会
は
、
各
宗
派
の
管
長
・
宗
務

総
長
等
が
出
席
、
座
長
に
浄
土
宗
・
稲
岡
総
長

を
選
出
し
て
、
自
由
な
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

　
望
月
副
会
長
、
田
辺
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
の

あ
と
懇
談
に
い
り
、
W
F
B
大
会
に
質
問
が

集
中
し
た
の
で
、
麻
布
総
局
長
が
準
備
・
日
程

・
募
財
等
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。
つ
づ
い
て

「
仏
教
を
現
代
に
生
か
そ
う
」
の
埼
玉
大
会
テ

ー
マ
に
そ
っ
て
、
寺
門
開
放
、
実
践
活
動
を
話

し
合
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

出
席
者
（
順
不
同
敬
称
略
）

四岩藤田花野
宮田田辺山月

正教慈冬野日
音順善崖勝滋

長
谷
川
日
記

堀守高稲岩和熊灘北宮
　申谷岡城田野蓉川城

照臨正覚秀仁竜良智泰
雄琢道順雄雅夫順匹敵

常
磐
井
箋
誤

河童大麻鱒山永西土小千木入
野　島布渕下井村持林坂辺野

亮了見照正通日日良栄精宣広
永堅道海浩雄揮寵栄懸道慈宣

野
仏
副
会
長
　
日
蓮
宗

全
島
副
会
長

全
仏
理
事
長
　
曹
洞
宗

天
台
宗

天
台
真
盛
宗

孝
道
教
団

念
法
真
教

本
山
修
験
宗

高
野
山
真
言
宗

真
言
宗
智
山
派

　
〃
　
豊
山
派

　
〃
　
御
室
派

　
〃
　
醍
醐
派

浄
土
宗

浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派

西
山
浄
土
宗

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

真
宗
高
田
派

〃
〃
　
木
辺
派

臨
済
宗
妙
心
寺
派

日
蓮
宗

顕
本
法
華
宗

本
門
官
立
臨

本
門
法
華
宗

〃全
仏
事
務
総
長

W
F
B
事
務
総
局
長

埼
玉
大
会
大
会
長

〃
　
　
事
務
局
長

〃
　
　
　
事
務
次
長

〔
写
真
は
2
F
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
か
れ
た

宗
派
代
表
者
懇
談
会
〕
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日
本
大
会
の
成
功
を
期
す

決

議

一
、
わ
れ
わ
れ
は
、
来
る
べ
き
時
代
に
お
い
て

も
世
界
の
苦
悩
を
救
う
指
導
原
理
は
、
仏
教

を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
と
確
信
す
る
。

一
、
わ
れ
わ
れ
は
、
仏
教
の
も
つ
宝
を
い
か
に

し
て
現
代
生
活
に
生
か
す
か
、
そ
の
具
体
的

方
途
実
現
の
た
め
精
進
す
る
。

一
　
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
仏
教
徒
の
総
力
を
結

集
し
、
来
る
べ
き
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会

議
の
成
功
を
期
す
る
。

一
、
わ
れ
わ
れ
は
、
恐
る
べ
き
科
学
兵
器
の
即

時
廃
絶
を
世
界
全
人
類
の
良
心
に
う
っ
た
え

　
続
け
る
。

一
、
わ
れ
わ
れ
は
、
青
少
年
の
自
殺
な
ど
生
命

　
軽
視
の
風
潮
に
鑑
み
、
生
命
尊
重
の
具
体
的

　
運
動
を
展
開
す
る
。

一
、
わ
れ
わ
れ
仏
教
婦
人
は
、
仏
教
に
よ
る
女

　
性
の
正
し
い
道
を
鮮
明
に
し
、
混
迷
せ
る
家

　
庭
生
活
に
光
を
掲
げ
る
よ
う
精
進
す
る
。

一
、
わ
れ
わ
れ
仏
教
青
年
は
、
若
き
勇
猛
心
を

　
揮
っ
て
、
仏
教
を
現
代
社
会
に
生
か
す
菩
薩

　
道
の
実
践
に
適
帰
す
る
。

右
決
議
す
る
。

」
昭
和
五
十
二
年
十
月
七
日

　
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉
大
会

仏
教
は
生
活
の
最
高
指
導
原
理

官

口

全
第3種郵便物

　
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
物
質
万
能
の

夢
は
破
れ
、
巷
に
は
「
心
の
も
ち
か
た
を
変
え

ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
の
声
が
流
れ
は
じ
め
て
既
に

久
し
い
。
し
か
し
そ
の
精
神
的
転
換
を
い
か
に

し
て
具
現
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
暗
中
模

索
し
て
い
る
と
い
う
の
が
そ
の
実
態
で
あ
る
。

　
省
み
れ
ば
過
去
百
年
、
わ
れ
わ
れ
は
文
明
に

つ
い
て
の
正
し
い
認
識
を
見
失
っ
て
い
た
。
た

と
え
ば
、
学
術
の
研
究
は
人
類
の
福
祉
と
文
化

創
造
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
そ

の
価
値
を
有
す
べ
き
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
然
科

学
の
進
歩
は
か
え
っ
て
人
類
破
滅
へ
の
兇
器
的

存
在
と
な
り
、
社
会
科
学
の
発
達
も
ま
た
、
人

間
に
黄
金
の
仮
面
を
冠
ら
せ
て
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

・
ア
ニ
マ
ル
と
い
う
動
物
的
次
元
へ
と
退
化
さ

せ
、
い
わ
ゆ
る
精
神
の
倒
懸
状
態
を
出
現
せ
し

め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
人
問
形
成
の
教
育
の
場

に
あ
っ
て
は
、
教
育
体
系
は
乱
れ
、
一
部
に
は

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
培
養
の
温
床
と
な
り
「
学
校
盛

ん
に
し
て
教
育
亡
ぶ
」
と
ま
で
い
わ
し
め
る
現

状
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
社
会
一
般
に
お
い
て

は
、
金
力
、
権
力
、
暴
力
と
い
う
人
間
煩
悩
が

大
手
を
振
っ
て
横
行
す
る
世
相
が
出
現
し
た
。

　
今
夏
、
福
田
首
相
は
東
南
ア
ジ
ア
各
国
歴
訪

に
際
し
、
マ
ニ
ラ
声
明
を
発
し
た
が
、
そ
の
一

節
に
「
真
の
友
人
と
し
て
心
と
心
の
触
れ
合
う

相
互
信
頼
関
係
を
築
く
」
と
あ
る
。
し
か
し
、

今
日
の
こ
の
精
神
的
風
土
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
う
が
如
き
国
際
的
信
頼
関
係
が
果
し
て
可
能

で
あ
ろ
う
か
。

　
日
本
仏
教
は
千
四
百
年
、
生
活
に
教
育
に
文

化
に
、
常
に
わ
が
国
歴
史
形
成
の
指
導
原
理
と

な
っ
て
輝
か
し
い
実
積
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

し
か
し
明
治
以
来
の
行
政
は
、
仏
教
の
真
面
目

を
発
揮
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
面
が
多
々
あ
り

た
。
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
は
、
そ
の
事
情
が
い
か

に
あ
ろ
う
と
も
、
そ
こ
に
三
三
の
苦
悩
が
存
在

す
る
限
り
、
力
を
合
わ
せ
て
救
済
に
立
ち
伺
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
来
る
べ
き
時
代
忙

お
け
る
指
導
原
理
も
ま
た
仏
教
を
お
い
て
ほ
か

に
な
い
と
確
信
す
る
。

　
明
年
十
月
に
は
、
日
本
に
お
い
て
第
十
二
回

世
界
仏
教
徒
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
今
日
の
国

際
情
勢
に
鑑
み
、
日
本
仏
教
徒
は
総
力
を
結
集

し
、
仏
教
を
通
じ
て
真
に
心
と
心
の
触
れ
合
う

国
際
親
善
の
樹
立
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。　
わ
れ
わ
れ
は
蚊
に
「
仏
教
を
現
代
に
生
か
そ

う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
生
命
尊
厳
の
教

法
に
基
づ
い
て
空
論
を
排
し
、
新
し
い
時
代
の

要
請
に
応
え
、
創
意
を
め
ぐ
ら
し
、
仏
教
が
最

高
の
指
導
原
理
と
し
て
国
民
生
活
の
隅
々
に
ま

で
脈
う
つ
よ
う
努
力
精
進
す
る
こ
と
を
誓
う
も

の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
二
年
十
月
七
日

越
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉
大
会

o
o
O
o
o
O
o
o
コ
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
◎
n
u
o
o
O
o
o
愈
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
《

初
め
て
開
か
れ
た
文
書
伝
道
資
料
展

に
ぎ
や
か
に
記
念
行
事

仏
教
幼
児
画
展
や

文
書
伝
道
資
料
展

　
埼
玉
大
会
を
盛
り
上
げ
る
べ
き
記
念
行
事
は

既
報
（
十
月
号
）
の
と
お
り
現
代
名
僧
墨
蹟
展

が
盛
況
裡
に
終
了
、
一
方
埼
玉
県
内
各
地
で
仏

教
徒
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
大
会
当
日
に

は
文
藻
伝
道
資
料
展
、
仏
教
幼
児
画
展
が
埼
玉

会
館
で
行
な
わ
れ
た
。

　
（
文
書
伝
道
資
料
展
）
三
重
大
会
で
の
採
択

に
も
と
ず
き
、
初
め
て
文
書
伝
道
資
料
展
が
実

施
さ
れ
た
。
資
料
展
は
大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
に

各
仏
教
会
機
関
紙
、
寺
だ
よ
り
、
陽
報
が
展
示

さ
れ
、
こ
れ
に
は
業
界
三
紙
か
ら
も
賞
が
用
意
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さ
れ
た
。

　
（
仏
教
幼
児
画
展
）
仏
教
保
育
へ
の
理
解
と
．

関
心
を
高

め
よ
う
と

い
う
企
画

で
開
催
さ

れ
、
第
二

展
示
室
に

埼
玉
県
内

の
養
福
寺

幼
稚
園
、

厚
徳
幼
稚

園
、
和
光

保
育
園
な

ど
二
十
五

園
の
幼
児
よ
り
四
百
点
の
絵
画
が
展
示
さ
れ

た
。
　
【
写
真
は
仏
教
幼
児
画
展
】

県
仏
代
表
者
会
議

十
九
都
府
県
の

四
十
名
が
参
集

　
第
二
十
五
回
全
仏
埼
玉
大
会
前
日
の
十
月
六

日
午
後
一
時
よ
り
、
浦
和
市
の
心
仏
会
館
会
議

室
に
、
十
九
都
府
県
仏
、
四
十
名
の
代
表
と
、

全
円
事
務
局
、
埼
玉
県
仏
役
員
が
参
集
し
、
都

道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
会
議
は
東
京
都
仏
・
金
子
日
威
会
長
の
三
帰

隠
文
唱
和
の
あ
と
、
帰
順
・
鱒
渕
事
務
総
長
が

挨
拶
、
自
己
紹
介
と
つ
づ
き
、
座
長
に
神
奈
川

県
仏
・
貝
山
宣
泰
会
長
を
選
出
し
て
議
事
に
入

り
、
熱
心
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
第
暉
議
案
「
都
道
府
県
単
位
に
お
け
る
仏
教

埼
仏
会
館
で
開
か
れ
た
県
仏
代
表
者
会
議

会
の
活
動
を
よ
り
伸
展
す
る
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
」

　
仏
教
会
の
発
展
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
組
織
の
強
化
が
第
一
で
あ
る
」
．
「
伸
展
さ

せ
る
根
本
は
資
金
確
保
で
あ
る
」
な
ど
の
意
見

が
だ
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は

よ
り
研
究
を
重
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
第
二
議
案
「
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日

本
大
会
に
つ
い
て
」

　
こ
の
実
行
に
つ
い
て
は
、
仏
教
徒
一
人
一
人

の
責
任
に
お
い
て
や
ら
ね
ば
立
派
な
成
果
を
挙

げ
え
な
い
。
総
力
を
あ
げ
て
協
力
す
る
と
の
申

し
合
せ
を
し
た
。

　
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
決
議
文

一
、
各
都
道
府
県
仏
教
会
は
、
そ
の
活
動
を
伸

展
さ
せ
る
た
め
、
組
織
強
化
、
協
同
目
標
の
設

定
、
資
金
源
の
確
保
に
努
力
す
る
。

二
、
各
都
道
府
県
仏
教
会
は
、
第
十
二
回
世
界

仏
教
徒
会
議
の
意
義
と
、
自
か
ら
の
責
務
の
重

大
さ
を
自
覚
し
、
広
報
、
勧
募
等
、
・
物
心
両
面

に
お
い
て
、
仏
教
徒
の
総
力
を
結
集
す
る
た
め

本
会
議
に
お
い
て
合
意
を
え
た
具
体
的
方
策
を

た
だ
ち
に
実
施
す
る
℃

　
会
議
は
こ
の
他
に
各
県
仏
の
事
業
報
告
、
事

業
計
画
や
諸
問
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

閉
会
後
な
益
や
か
に
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

　
【
出
席
県
仏
】
栃
木
兵
庫
、
長
野
、
群
馬

千
葉
、
茨
城
、
京
都
　
神
奈
川
、
絶
島
、
青
森

大
阪
、
岡
山
、
岐
阜
　
三
重
、
東
京
、
山
形
、

香
川
、
岩
手
、
埼
玉
．

仏
教
青
年
は
何
を
な
す
べ
き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
日
仏
青
埼
玉
結
集
ひ
ら
く

　
新
生
の
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
全
日
仏
青
）

は
本
年
一
月
に
平
原
隆
秀
師
を
理
事
長
に
再
発

足
し
、
組
織
化
を
す
す
め
る
一
方
、
そ
の
活
動

も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
特
に
組
織
強
化
を
重

要
視
し
て
推
進
、
全
日
仏
青
加
盟
団
体
は
十
九

団
体
と
着
実
な
伸
展
を
み
せ
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
三
碧
埼
玉
大

会
の
前
日
、
十
月
六
日
午
後
一
時
よ
り
、
浦
和

市
・
浦
和
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
代
表
者

百
五
十
名
蹟
が
参
集
し
て
、
「
第
一
回
全
日
本

仏
教
青
年
・
埼
玉
結
集
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
結
集
は
「
現
代
社
会
に
仏
教
青
年
は
何
を
な

す
べ
き
か
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
で
開
か
れ
、
開

会
式
の
あ
と
、
㌔
東
洋
大
・
金
岡
秀
友
教
授
が
テ

ー
マ
に
そ
っ
て
基
調
講
演
を
行
い
、
仏
教
青
年

と
し
て
の
自
覚
と
現
代
社
会
に
た
い
す
る
仏
教

の
使
命
な
ど
を
基
に
沸
仏
教
青
年
の
役
割
を
提

示
し
た
。
次
に
意
見
発
表
が
、
長
野
県
仏
教
青

年
連
盟
（
宮
本
純
雄
師
）
、
神
奈
川
仏
教
青
年

同
友
会
（
本
聞
孝
康
師
）
、
全
国
浄
土
宗
青
年

会
（
江
口
定
信
師
）
、
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
（

能
登
海
野
師
）
よ
り
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
・
運
営
・
活
動
な
ど
の
発
表
が
あ
っ
た
。
意

見
交
換
で
は
、
仏
青
活
動
の
現
状
と
今
後
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
だ
さ
れ
、
よ

り
仏
教
青
年
を
組
織
す
べ
く
、
宗
派
・
地
域
を

超
え
て
努
力
す
る
こ
と
が
話
し
あ
わ
れ
た
。

　
ま
た
明
年
の
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
に

あ
わ
せ
て
予
定
さ
れ
る
世
界
仏
教
青
年
会
（
W

F
B
Y
）
の
総
会
等
に
も
積
極
的
に
取
り
く
ん

で
い
こ
う
と
の
意
見
が
だ
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

　
な
お
、
全
日
仏
青
で
は
金
沢
市
仏
教
青
年
会

と
長
野
県
仏
教
青
年
会
の
正
式
加
盟
に
よ
り
左

記
の
十
九
団
体
が
加
盟
と
な
っ
た
。

　
神
奈
川
県
仏
教
青
年
同
友
会
、
大
阪
府
仏
教

青
年
会
、
神
戸
仏
教
青
年
連
合
会
、
山
形
県
仏

教
青
年
会
、
金
沢
市
仏
教
青
年
会
、
東
京
仏
教

青
年
会
、
茨
城
県
仏
教
青
年
会
、
東
京
ブ
デ
ィ

ス
ト
ク
ラ
ブ
、
神
戸
J
B
、
長
野
県
仏
教
青
年

会
、
埼
玉
県
仏
教
青
年
会
、
本
願
寺
派
仏
教
青

年
連
合
会
、
高
野
山
真
言
宗
青
年
会
、
智
山
青

年
連
合
会
、
天
台
宗
仏
教
青
年
連
盟
、
全
国
日

蓮
宗
青
年
会
、
真
言
宗
豊
山
派
仏
教
青
年
会
、

全
国
浄
土
宗
青
年
会
、
曹
洞
宗
青
年
会
。
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全
仏
常
務
理
事
会
開
く

四
議
案
に
つ
い
．
て
審
議

　
全
日
本
仏
教
会
の
常
務
理
事
会
は
、
十
月
一

日
午
前
十
時
よ
り
、
東
京
本
願
寺
遠
忌
記
念
館

に
お
い
て
開
催
。
田
辺
理
事
長
挨
拶
の
あ
と
、

議
事
録
署
名
委
員
に
熊
野
竜
夫
師
、
桜
井
大
乗

師
を
選
出
、
左
記
の
議
事
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

た
。
　
議
案
第
一
号
「
人
事
異
動
に
つ
い
て
」

　
事
務
局
上
身
原
案
通
り
、
理
事
、
評
議
員
、

関
西
事
務
局
等
の
人
事
を
承
認
。
　
（
別
掲
）

　
議
案
第
二
号
「
宗
派
加
盟
申
請
に
つ
い
て
」

　
か
ね
て
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
真
言
宗
犬
鳴
派

の
加
盟
に
つ
い
て
、
推
薦
者
の
国
分
寺
派
・
西

口
公
教
管
長
よ
り
挨
拶
の
あ
と
、
審
議
さ
れ
万

場
一
致
で
承
認
。
（
別
掲
参
照
）

　
議
案
第
三
号
「
退
会
届
に
つ
い
て
」

　
退
会
届
の
だ
さ
れ
て
い
た
国
際
仏
教
伝
道
会

（
桜
井
栄
章
会
長
）
に
つ
い
て
は
、
や
む
え
な

い
と
し
て
受
理
了
承
。

　
議
案
第
四
号
「
次
期
役
員
改
選
に
つ
い
て
」

　
明
年
の
W
F
B
大
会
を
ひ
か
え
、
理
事
長
以

下
大
会
円
成
の
た
め
、
実
質
的
に
一
年
延
長
す

る
方
向
で
了
承
。

　
報
告
事
項
1
「
全
仏
埼
玉
大
会
に
つ
い
て
」

　
担
当
部
長
よ
り
、
日
程
、
議
案
、
参
加
者
数

な
ど
報
告
。

　
報
告
事
項
2
「
W
F
B
大
会
に
つ
い
て
」

　
事
務
総
局
長
よ
り
、
参
加
国
別
申
込
人
数
、

業
者
選
定
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。

　
【
出
席
者
】
田
辺
豊
麗
、
中
山
理
々
、
中
里

徳
器
（
代
）
、
熊
野
竜
夫
、
山
本
杉
、
野
村
宗

春
、
宮
部
幸
町
、
桜
井
大
乗
、
藤
岡
義
昭
、
貝

山
宣
泰
、
阿
部
野
竜
正
（
代
）

人
事
－
異
動
　
土
仏

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
次
の
よ
う
な
人
事
異
動

が
常
務
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。
　
（
上
段
は
新

任
、
下
段
は
退
任
）

　
　
　
　
　
渡
辺
静
波

　
　
　
　
　
藤
本
竜
珠

　
　
　
　
　
土
屋
孝
喜

　
　
　
　
　
栽
松
完
道

　
　
　
　
高
橋
勇
音

　
　
　
　
熊
谷
隆
正

　
　
　
　
平
原
隆
秀

関
西
事
務
　
千
坂
立
道

　
　
　
　
小
沢
照
禧

　
　
　
　
伊
藤
宣
道

藤
前
東
時

槙
藤
明
哲

梶
田
泰
賢

竹
中
玄
鼎

江
西
寛
堂

土
館
三
文

増
出
貞
円

後
藤
純
一

斎
隆
套

長
谷
鎮
也

W
F
B
実
行
委
人
事

　
〃
　
〃
妙
心
寺

　
〃
　
〃
岩
手
県

全
仏
青

国
際
部

総
務
部

主
事

常
務
理
事

理
　
　
事

評
議
員

後
藤
純
一

佐
藤
正
道

堀
定
雄

五
葉
正
道

大
山
仙
遊

米
田
淳
雄

高
田
清
一

南
沢
道
人

小
泉
宗
和

江
西
寛
堂

町
田
宗
夫

藤
音
晃
祐

越
智
憲
英

赤
平
昌
導

豊
川
聖
士

町
田
宗
夫

大
竹
明
彦

北
島
経
昭

妙
心
寺

曹
洞
宗

本
派
愛
媛
県

青
森
県

島
根
県

曹
洞
宗

　
〃
本
派

　
〈
新
任
V
総
務
1
1
畑
直
孝
、
鈴
木
一
一
、
記

念
事
業
一
北
川
有
光
、
市
村
承
乗
、
勧
募
2
一

大
森
弘
道
、
勧
募
3
1
1
鶴
峰
正
永
、
鶯
地
一
隆

井
上
文
克
、
経
理
1
1
多
賀
谷
崇
峰
、
渉
外
一
一

島
正
男
、
式
典
一
橘
高
智
雄
、
池
月
孝
文
、
小

沢
照
照
、
会
議
一
関
岡
賢
一
、
高
橋
勇
音
、
渡

辺
直
行
、
接
待
一
島
崎
義
雄
、
三
輪
照
宗
、
岩

崎
宗
秀
、
小
泉
顕
哲
、
土
屋
孝
喜
、
霜
月
3
一

横
井
早
急
、
立
部
瑞
祐
、
西
野
秀
映

　
く
移
動
V
勧
募
2
↓
総
務
・
井
村
胤
応
、
会

議
↓
総
務
・
小
宮
勝
憲
、

　
〈
辞
任
V
勧
募
3
一
服
部
広
正
、
会
議
一
後

藤
純
一

5
㌔
o
～
o
～
o
～
o
～
o
へ
7
t
o
～
o
～
o
亀
4
乙
㌔
o
～
O
～
o
～
o
～
2
】
7
【
δ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
た
。
犬
鳴
派
の
概
要
は
左
記
の
通
り
。

真
言
宗
犬
鳴
派
が

全
仏
に
加
盟

　
か
ね
て
よ
り
加
盟
申
請
の
出
さ
れ
て
い
た
真

言
宗
犬
鳴
派
は
、
常
務
理
事
会
で
そ
の
加
盟
が

承
認
さ
れ
、
正
式
に
全
日
本
仏
教
会
に
加
盟
と

　
　
真
言
宗
犬
鳴
派

宗
務
所
大
阪
府
泉
佐
野
市
大
三
八
番
地

管
長
東
条
仁
進

宗
務
長
　
帯
盛
竜
応

大
本
山
七
宝
滝
里

包
括
寺
院
数
　
寺
院
教
会
η
　
布
教
所
9
7

降
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
■
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
F

…
W
F
B
日
本
大
会
…
，

劃
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
凹
■
≡
＝
≡
3
＝
一
≡
≡
一
＝
≡
＝
■
＝
＝
≡
≡
≡
≡
≡
一
割

総
務
委
員
会

　
W
F
B
日
本
大
再
実
行
委
員
会
の
総
務
委
員

会
が
、
九
月
二
十
七
日
午
前
十
時
よ
り
、
全
仏

会
議
室
で
開
か
れ
、
白
川
委
員
長
挨
拶
の
あ
と

桜
井
委
員
を
座
長
に
議
事
に
入
っ
た
。

　
①
旅
行
業
者
、
会
議
業
者
選
定
に
つ
い
て

　
日
本
交
通
公
社
、
1
・
S
・
S
が
検
討
の
結

果
と
し
て
選
定
し
た
い
旨
報
告
。

　
②
日
程
変
更
に
つ
い
て

　
歓
迎
大
会
場
（
国
立
劇
場
）
の
都
合
で
、
歓

迎
大
会
を
十
月
三
日
に
実
施
し
た
い
と
報
告
。

歓
迎
大
会
は
重
要
な
の
で
、
充
分
検
討
し
次
期

委
員
会
に
諮
る
。

　
③
そ
の
他

　
開
会
式
場
の
築
地
本
願
寺
は
一
千
名
収
容
な

の
で
招
待
者
・
内
容
充
分
検
討
す
る
。
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
東
西
側
と
よ
く
打
ち
合
せ

る
。
分
科
会
出
席
者
に
つ
い
て
も
会
議
委
員
会

と
検
討
を
重
ね
る
。

プ
ー
ン
会
長
が
病
気

サ
ン
や
副
会
長
が
代
行

　
W
F
B
会
長
の
プ
ー
ン
・
ピ
ス
マ
イ
・
デ
ィ

ス
ク
ル
殿
下
は
、
脳
血
栓
の
た
め
当
分
の
あ
い

だ
休
養
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
副
会
長

の
サ
ン
ヤ
・
ダ
ル
マ
シ
ャ
ク
テ
ィ
閣
下
（
元
首

相
）
が
会
長
代
行
と
し
て
職
務
を
執
る
。
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大
阪
府
仏
教
徒
会
議

　
第
十
五
回
大
阪
府
仏
教
徒
会
議
が
九
月
二
十

七
日
午
後
四
時
よ
り
、
南
御
堂
難
波
別
院
に
お

い
て
、
大
阪
府
仏
教
会
（
西
口
公
教
会
長
）
の

主
催
で
開
か
れ
た
。

　
戦
没
者
三
十
三
回
忌
法
要
厳
修
の
あ
と
、
西

口
会
長
が
挨
拶
。
つ
づ
い
て
東
大
名
誉
教
授
．

中
村
元
博
士
が
「
釈
尊
の
生
涯
」
之
題
し
て
一

時
間
に
亘
っ
て
講
演
を
行
な
っ
た
。
総
会
で
は

「
地
域
社
会
に
奉
仕
し
よ
う
」
と
の
テ
ー
マ
に

も
と
ず
い
て
意
見
発
表
等
が
活
発
に
行
な
わ
れ

「
非
常
災
害
時
の
寺
院
開
放
対
策
を
積
極
的
に

推
進
す
る
」
な
ど
の
決
議
を
し
た
。

　
黒
い
法
要
追
放
で
も
大
阪
府
仏
が
早
く
か
ら

決
議
実
践
し
て
、
全
国
的
運
動
へ
と
広
め
た
だ

1
8
鴨
’
』
≡
一
「
σ
「
』
一
≡
『
♂
亀
昌
≡
号
伽
ζ
≡
口
胃
ノ
』
＝
一
電
駒
’
｝
≡
唱
．
f
馬
昌
一
§
D
ノ
」
“

昭和52年11月1日
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　　購茎講舞一聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
記
要
領
に
て

　
「
二
仏
手
帳
」
を
発
行
致
し
ま
す
。
部
数
訓

幽
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
…

浦
お
早
め
に
。

滞
内
容
　
三
帰
依
文
、
白
井
誓
願
、
宗
門
㎜

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録
…

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他
・

昭
和
5
3
年
版

「
二
仏
手
帳
」

　
　
　
申
し
込
み
受
け
付
け
中

四
仏
総
務
局
で
は
、

9
×
1
4
㎝
　
　
　
　
　
…

五
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）
　
　
　
矧

＋
一
月
初
旬
　
　
　
　
…

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
一
五
…

1
五
（
〒
一
一
一
）
　
全
仏
総
“

務
局
宛
　
　
　
…

“
3
＝
＝
＝
＝
3
一
≡
．
ξ
」
置
一
3
，
9
ξ
＝
一
＝
号
』
評
昌
＝
＝
℃
，
「
昌
＝
一
電
p
デ
亀
3
■
謬
二
「
一
3
一
冒
，
（

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日
発
行

十
一
月
号
第
二
三
三
号

け
に
、
災
害
時
の
寺
院
開
放
の
決
議
は
、
今
後

の
研
究
な
ら
び
に
そ
の
効
果
に
期
待
す
る
と
と

も
に
各
県
仏
が
注
視
す
べ
き
点
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め
を
注
目
し
て
み

た
い
。

　
　
…
総
持
寺
で
入
退
式
礼

　
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
で
は
、
十
月
十
五
日

午
前
十
一
時
よ
り
、
引
退
を
決
意
さ
れ
た
岩
本

勝
俊
禅
師
の
退
董
式
礼
、
二
十
一
日
午
前
十
一

時
よ
り
乙
川
瑳
映
新
貫
首
の
入
山
式
礼
が
挙
行

さ
れ
た
。

　
退
董
式
礼
は
拮
香
法
語
、
普
同
三
拝
、
大
悲

究
真
読
、
回
向
、
お
別
れ
の
言
葉
が
あ
っ
た
あ

と
紫
雲
台
を
出
ら
れ
、
各
宗
派
管
長
等
と
お
別

れ
を
し
、
三
門
頭
に
て
乙
川
新
貫
首
と
惜
別
の

握
手
と
い
う
感
激
的
な
岩
本
貫
首
の
退
山
で
あ

っ
た
。

　
一
方
入
山
式
礼
は
、
乙
川
新
貫
首
の
三
頭
門

到
着
に
は
じ
ま
り
、
大
祖
堂
に
て
祝
祷
誠
経
、

般
若
心
経
、
回
向
、
普
同
三
拝
、
相
見
の
お
拝

と
つ
づ
い
た
。
な
お
普
整
式
は
明
年
四
月
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
◇
掲
◇
示
◎
板
◇

　
　
　
栃
木
県
仏
人
事

▼
栃
木
県
仏
教
会
で
は
役
員
改
選
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
新
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
◎

　
会
長
・
柴
田
昌
源
、
副
会
長
・
右
端
正
浩
、

塚
田
賢
照
、
理
事
長
・
稲
木
宏
済
、
事
務
局
長

高
木
歓
了
　
　
（
事
務
局
一
宇
都
宮
市
南
大
通
り

一
の
四
の
二
十
七
　
応
願
寺
内
）

鰯
三
三
關
鉦
雌

　
　
　
南
禅
寺
派
人
事

▼
桜
井
景
雄
宗
務
総
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
し
く
松
浦
勝
道
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
宗
務
総
長
・
松
浦
勝
道
、
法
務
部
長
．
武
田

文
英
、
庶
務
部
長
・
小
森
慶
晃
、
財
務
部
長
．

酒
井
恵
照
、
教
学
部
長
・
笠
井
昭
道

　
　
　
杜
多
主
事
が
結
婚

▼
全
仏
事
務
総
局
の
組
織
部
・
杜
多
茂
夫
主
事

は
十
月
七
日
め
で
た
く
結
婚
し
ま
し
た
ゆ
．
W
F

B
日
本
大
会
に
む
か
っ
て
二
人
置
頑
張
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
オ
メ
デ
ト
ウ
！
。

　
事
務
総
局
録
事
（
－
o
月
）

　
　
一
日
常
務
理
事
会

　
　
　
　
　
埼
玉
大
会
幹
事
会
（
埼
玉
）

　
　
六
日
　
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
全
日
仏
青
埼
玉
結
集
（
埼
玉
〉

　
　
七
日

十
五
日

十
七
日

十
八
日

　
二
十
日

二
十
四
日

二
十
五
日

第
二
十
五
回
全
仏
埼
玉
大
会

総
持
寺
退
董
式
礼
参
列

妙
心
寺
派
訪
米
勘
案
送
り

仁
和
寺
門
跡
晋
嶺
式
出
席

局
内
会
議

関
西
事
務
局
と
打
ち
合
せ

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
）

W
F
B
事
務
局
録
事
（
1
0
月
）

　
　
三
日

十
三
日

十
七
日

　
二
十
日

二
十
七
日

仏
教
英
語
研
究
会

　
　
〃

　
　
〃

局
内
会
議

仏
教
英
語
研
究
会

本
仏
教
会
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